
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

許

認

可

事

務

等

標

準

処

理

期

間

要

綱

の

一

部

改

産

業

振

興

課

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

【

】

公

告

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

】

監

査

公

表

○

監

査

の

結

果

に

基

づ

き

講

じ

た

措

置

の

状

況

の

監

査

事

務

局

公

表 岡

山

県

公

報

令和６年７月１２日 第１２６１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

許
認
可
事
務
等
標
準
処
理
期
間
要
綱
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
七
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

別
表
産
業
労
働
部
の
部
産
業
振
興
課
の
項
１
中
「

1
1

」
を
「

1
1

」
に
改
め

第
条
第
４
項

第
条
第
５
項

る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年７月１２日　岡山県公報　第１２６１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
。 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 

 
 
 

指
定
年
月
日 

ホ
リ
エ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
社
市
駅
前
一
―
八
―
七
二 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

令
和
六
年
六
月
一
日 

医
療
法
人 

道
照
会 
竹
内
医
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
四
九
四
九
―
二
四 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
七
月
一
日 

あ
し
た
か
薬
局
沖
新
町
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

倉
敷
市
沖
新
町
九
二
―
二
二 

第
二
大
高
ビ
ル
一
〇
二 

 
 

 
 

令
和
六
年
七
月
一
日 

つ
ば
め
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
田
郡
勝
央
町
小
矢
田
六
一
五
―
一 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
七
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

れ
ん
げ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
社
市
中
央
六
―
一
五
―
一
一
九 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
六
年
七
月
一
日 

令和６年７月１２日　岡山県公報　第１２６１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
七
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

備
前
市
伊
里
中
字
ト
フ
ト
一
七
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
備
前
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

下
土
井
下
加
茂
線 

三 

道
路
の
区
域 

  

  

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
田
東
字
御
崎
前
九
四
番

二
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
田
東
字
ソ
ウ
ヅ
メ
ン
九

三
番
八
地
先
ま
で 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
田
東
字
御
崎
前
九
四
番

二
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
田
東
字
ソ
ウ
ヅ
メ
ン
九

三
番
八
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

一
〇
・
〇
～ 

一
五
・
〇 

九
・
五
～ 

一
一
・
〇 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
一
・
五 

三
一
・
五 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 
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〔
三
六
〇
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 
 
 
 

名
称 

ザ
・
ビ
ッ
グ
鴨
方
店 

 
 
 
 
 

所
在
地 

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
九
五
〇
番
地
二
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
フ
ジ 

 
 

 

住
所 

愛
媛
県
松
山
市
宮
西
一
丁
目
二
番
一
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

山
口 

 
普 

 

３ 

変
更
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

（
変
更
前
）
名
称 

コ
ム
パ
ス
株
式
会
社 

 
 

 
 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
南
区
富
浜
町
一
番
一
五
号 

 
 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

植
野 

博
美 

 
 

（
変
更
後
）
名
称 

コ
ム
パ
ス
株
式
会
社 

 
 

 
 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
北
区
下
中
野
一
二
二
二
の
一
七 

 
 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

植
野 

 

伸 

 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
二
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
七
月
一
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
六
年
七
月
十
二
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
二
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 
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〔
三
六
一
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 
 
 
 

名
称 

ザ
グ
ザ
グ
金
光
店
、
（
仮
称
）
ほ
っ
と
も
っ
と
浅
口
金
光
店 

 
 
 
 
 

所
在
地 

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
四
六
の
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

⑴ 

名
称 

株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

 
 

 
 

住
所 

岡
山
市
中
区
清
水
三
六
九
番
地
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

森 
 

 
信 

 
 

⑵ 

名
称 

株
式
会
社
プ
レ
ナ
ス 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
上
牟
田
一
丁
目
一
九
番
二
一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

塩
井 

辰
男 

３ 

変
更
事
項 

 
 

⑴ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

（
変
更
前
）
名
称 

ザ
グ
ザ
グ
金
光
店 

（
変
更
後
）
名
称 

ザ
グ
ザ
グ
金
光
店
、
（
仮
称
）
ほ
っ
と
も
っ
と
浅
口
金
光
店 

⑵ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 

（
変
更
前
） 

ア 

名
称 

株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
中
区
清
水
三
六
九
番
地
二 

 
 
 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

森 
 

 

信 

 

イ 

設
置
者
追
加 

 

（
変
更
後
） 

ア 

名
称 

株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
中
区
清
水
三
六
九
番
地
二 

 
 
 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

森 
 

 

信 

 

イ 

名
称 

株
式
会
社
プ
レ
ナ
ス 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
上
牟
田
一
丁
目
一
九
番
二
一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

塩
井 

辰
男 

 
 

⑶ 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
） 

ア 

名
称 

株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

 
 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
中
区
清
水
三
六
九
番
地
二 

 
 
 
 
 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

森 
 

 

信 

 

イ 

小
売
店
舗
追
加 

 
 

 

（
変
更
後
） 

ア 

名
称 

株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

 
 

 
 

住
所 

岡
山
市
中
区
清
水
三
六
九
番
地
二 
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代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

森 
 

 

信 

 
 

イ 

名
称 

株
式
会
社
プ
レ
ナ
ス 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
上
牟
田
一
丁
目
一
九
番
二
一
号 

 
 
 
 
 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

塩
井 

辰
男 

 
４ 
変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
（
予
定
） 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
六
年
七
月
十
二
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
二
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 
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〔
三
六
二
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

ザ
グ
ザ
グ
金
光
店
、
（
仮
称
）
ほ
っ
と
も
っ
と
浅
口
金
光
店 

    
 

所
在
地 

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
四
六
の
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

⑴ 

名
称 

株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

 
 

 
 

住
所 

岡
山
市
中
区
清
水
三
六
九
番
地
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

森 
 

 
信 

⑵ 
 

名
称 

株
式
会
社
プ
レ
ナ
ス 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
上
牟
田
一
丁
目
一
九
番
二
一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

塩
井 

辰
男 

３ 

変
更
事
項 

⑴ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

ア 

駐
車
場
の
収
容
台
数 

 

 
 

 
 

 

（
変
更
前
）
五
十
台 

 
 

 
 

 

（
変
更
後
）
三
十
台 

 
 

 
 

イ 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 

 
 

 
 

 

（
変
更
前
）
Ａ
棟
西
側
（
荷
さ
ば
き
施
設
一
） 

三
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 

（
変
更
後
）
Ａ
棟
西
側
（
荷
さ
ば
き
施
設
一
） 

三
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
棟
南
側
（
荷
さ
ば
き
施
設
二
） 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
箇
所
（
荷
さ
ば
き
施
設
二
箇
所
合
計
） 

五
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

ウ 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

 

（
変
更
前
）
Ａ
棟
西
側
（
廃
棄
物
保
管
施
設
一
） 

九
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 

（
変
更
後
）
Ａ
棟
西
側
（
廃
棄
物
保
管
施
設
一
） 

九
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
棟
南
側
（
廃
棄
物
保
管
施
設
二
） 

四
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
箇
所
（
廃
棄
物
保
管
施
設
二
箇
所
合
計
） 

十
三
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

⑵ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

  

ア 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻 

 
 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

二
十
四
時
間 

 
 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

二
十
四
時
間 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

株
式
会
社
プ
レ
ナ
ス 

午
前
十
時 

 
 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻 

 
 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

二
十
四
時
間 

 
 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ザ
グ
ザ
グ 

二
十
四
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
プ
レ
ナ
ス 

午
後
十
時 

 
 

 
 

ウ 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

（
変
更
前
）
荷
さ
ば
き
施
設
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 
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（
変
更
後
）
荷
さ
ば
き
施
設
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
二 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

  
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
（
３
⑴
） 

 
 

  
令
和
六
年
六
月
二
十
九
日
（
３
⑵
） 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
六
年
六
月
十
二
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
二
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
浅
口
市
産
業
建
設
部
産
業
振
興
課 
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〔
三
六
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

美
作
市
巨
勢
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
路
線
測
量

及
び
現
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日 

終

了

年

月

日 
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〔
三
六
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
立
岩
三
一
九
三
番
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
連
島
町
連
島
一
四
二
番
地
二
九
八
フ
ァ
ー
シ
ル
Ａ
二
〇
一 

瓜
生 

敏
浩 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
五
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
七
号 
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◎
岡
山
県
監
査
公
表
第
七
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
七
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
監
査
委
員 

 
 

髙 
 

橋 
 

 
 

 

徹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 
 

福 
 

島 
 

恭 
 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 
 

浅 
 

間 
 

義 
 

正 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 

飛 
 

山 
 

美 
 

保 
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監 査 対 象 団 体 

（監査対象団体を所管する県の部局） 
監査実施年月日  監査結果公表年月日 

公益財団法人岡山県育英会 

（教育庁） 
令和６年１月29日 令和６年３月26日 

監査の結果（指摘事項） 

 令和４年度末の奨学金未収償還金が、前年度末に比べ総額は減少しているものの、 

318,191,616円と多額になっており、早期解消が必要である。 

措置の状況     

当育英会では、奨学金の返還督促業務に従事する書記、嘱託、電話督促員を配置し、

口座振替前の口座への入金依頼、口座振替不能者への再振替に係る入金依頼等により滞

納を未然に防止することに努めている。 

また、近年特に取組を強化している口座振替不能者及び現年度分払込用紙による返

還義務者のうち未納となっている者に対して、迅速な電話による督促に加え、過年度分

滞納者のうち既に最終返還期限を迎えている者に対する電話及び訪問による督促を継

続することにより、令和５年度決算では、昨年に引き続き、前年度末に比べて未収償還

金が減少している。 

長期滞納者に対しては、引き続き、分割返還申請書の提出を求め、計画的な返還の意

識付けを強化するとともに、悪質な長期滞納者に対しては、積極的に法的措置を講じ

る。さらに、コンビニ収納等返還しやすい環境の周知を図り、返還率向上を図ることと

する。 
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